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長久手市の「これまで」と「これから」
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人口推計

出典：第６次総合計画

「平均年齢が若いまち」「人口が増加し

ているまち」と言われているが・・・
これまで これから

短期間での人口増加

高齢化が深刻な問題に･･･

６５歳
以上

の人口
の

割合が
約２倍

となる
！

・公平､平等､説明責任
・課の中ですら縦割り（個人商店的事務のあり方）
・財政負担の増大（メンテナンス費、扶助費…）

役所の限界

・地域との関係が希薄な人が多い。
・困ったことは行政にお任せ?!
・隣近所が赤の他人状態のまま

市民の現状

このままで大丈夫?

これからは地域の力が必要！その第一歩は、つながりづくり（助けてと言える関係）！

わずらわしいまちづくり　　　でも　　人が育つ    人を育てる

まち全体がニュータウン
地域のつながりが希薄に･･･

みんなでつくるまち条例を制定！

計画づくりにおけるつながりづくり

大規模災害が起きたらどうする？ 社会的孤立にどう対応する？

計画づくりは市民が知り合うチャンス！

それぞれの目的で
様々な市民が参加

対話・会話
を繰り返す

それぞれに
物語がうまれる

例えばワークショップの開催で…

つながりが
うまれる

・どうやったら様々な市民に参加してもらえる？

・市民同士を知り合わせるためにはどんな
 ことができる？

等々

知り合わせる仕組みづくり さかそう ながくて じちのはな

南海トラフ大地震の発生が危惧されるなか、大
規模災害が発生した際、地域のつながりが希薄
な状態で乗り越えることができるか･･･

（まちうた動画　HP掲載☞）

いじめ、虐待、不登校、うつ、認知症、老老介護、
孤立死、独居、ＤＶ等の社会的孤立の課題にどう
対応していけばいいか･･･

みんなでつくるまち条例
の理想とする人やまちの姿
を詩にまとめたもの

（まちうた）

別添２


